
武蔵学園のSDGs教育

山林は、時を超えて人を育てる
武蔵百年の森プロジェクト

　

25
年
12
月
14
日
午
前
10
時
、
前
日
か

ら
の
雨
が
降
り
続
く
な
か
、
埼
玉
県
毛

呂
山
町
に
あ
る
武
蔵
学
園
の
学
校
山
林

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
中
学
１
年

か
ら
高
校
２
年
ま
で
の
生
徒
有
志
12
人
、

杉
山
剛
士
・
高
等
学
校
中
学
校
校
長
、

加
藤
十
握
・
同
副
校
長
ら
学
園
関
係
者

10
人
が
足
を
踏
み
入
れ
た
。「
武
蔵
百
年

の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
１
回
現
地

イ
ベ
ン
ト
だ
。
こ
の
日
の
目
的
の
一
つ

は
森
の
中
に
光
が
射
し
込
む
よ
う
に
す

る
間
伐
。
山
林
管
理
で
協
力
を
依
頼
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
り
ん
（
宮
城

県
大
崎
市
鳴
子
温
泉
）
の
関
係
者
が
前

日
か
ら
現
地
入
り
し
、
間
伐
す
る
樹
木

の
選
定
も
し
て
く
れ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
大
場
隆
博
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
し
ん
り
ん
理
事
長
の
樹
木
に
関
す
る

レ
ク
チ
ャ
ー
に
耳
を
傾
け
た
後
、
間
伐

作
業
を
見
学
。
最
後
の
１
本
は
杉
山
校

長
自
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
手
に
伐
倒
し

た
。
倒
れ
て
い
く
側
に
斜
め
方
向
と
水

平
方
向
に
切
れ
込
み
を
入
れ
て
「
受
け

口
」
を
作
っ
た
後
に
、反
対
側
か
ら
「
受

け
口
」
よ
り
少
し
上
を
狙
っ
て
水
平
に

切
り
込
み
を
入
れ
て「
追
い
口
」を
作
る
。

あ
る
程
度
切
る
と
木
は
自
然
の
力
で
倒

れ
て
い
く
が
、
そ
の
際
に
方
向
を
微
調

整
す
る
の
が
難
し
い
。
生
徒
た
ち
は
作

業
を
間
近
で
眼
を
凝
ら
し
て
見
守
っ
た
。

木
が
倒
れ
地
面
に
弾
む
と
生
徒
た
ち
か

ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
湧
き
上

が
っ
た
。
そ
の
後
、
倒
れ
た
木
材
の
運

び
方
な
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
り
ん
の

ス
タ
ッ
フ
が
実
演
し
て
く
れ
た
。

　

武
蔵
学
園
は
１
９
２
２
年
に
日
本
初

の
私
立
旧
制
七
年
制
高
等
学
校
と
し
て

発
足
、「
東
西
文
化
融
合
の
わ
が
民
族
理

想
を
遂
行
し
得
べ
き
人
物
」「
世
界
に
雄

飛
す
る
に
た
え
る
人
物
」「
自
ら
調
べ
自

ら
考
え
る
力
あ
る
人
物
」
を
「
建
学
の

三
理
想
」
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
池
田

康
夫
学
園
長
は
「
武
蔵
で
は
建
学
の
三

理
想
の
実
現
に
向
け
、
単
な
る
知
識
の

修
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
物
事
を
観
察
し
、

そ
の
体
験
を
と
お
し
て
、
自
ら
考
え
て

根
本
原
理
を
追
求
す
る
教
育
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
。
学
校
山
林
の
活

用
も
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
た
も
の
だ
」

と
強
調
す
る
。

　

学
校
山
林
は
１
９
４
０
年
、
保
護
者

か
ら
の
寄
付
金
で
約
３
万
２
０
０
０
平

方
㍍
の
土
地
を
購
入
、
当
時
の
旧
制
高

校
生
が
ヒ
ノ
キ
を
植
え
た
の
が
起
源
だ
。

そ
の
後
60
年
に
再
度
ヒ
ノ
キ
、
92
年
の

学
園
創
設
70
周
年
に
広
葉
樹
（
コ
ナ
ラ
・

ク
ヌ
ギ
）
１
０
０
０
本
も
植
え
た
。
60

年
以
降
は
毎
年
春
に
、
入
学
し
た
て
の

中
学
１
年
生
が
親
睦
会
を
兼
ね
山
林
遠

足
を
す
る
の
が
恒
例
だ
。
た
だ
、
地
元

旧
家
に
長
年
委
託
し
て
き
た
管
理
が
高

齢
化
で
不
可
能
に
な
り
、
過
去
３
年
ほ

ど
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
。

　

苦
境
を
救
っ
た
の
が
日
本
各
地
で
地

域
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
加
藤
副
校

長
の
人
脈
だ
っ
た
。
教
師
の
た
め
の
林

業
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
で
知
り
合
っ
た
大

場
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ポ
ー
ト

を
快
諾
し
て
く
れ
た
。
12
月
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
森
林
の
プ
ロ
か
ら
多
く
の
学
び

を
得
た
。
例
え
ば
下
草
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
当
初
、
生
徒
や
教
師
た
ち
は
「
山

は
あ
ま
り
荒
れ
て
い
な
い
の
で
は
」
と

思
っ
た
。
し
か
し
大
場
氏
は
「
下
草
が

な
い
の
は
樹
間
が
詰
ま
り
日
光
が
射
し

込
ま
な
い
か
ら
。
こ
の
ま
ま
で
は
樹
木

の
生
育
が
悪
く
な
る
」
と
説
明
。
実
際

に
間
伐
後
は
日
光
が
射
し
込
み
一
気
に

明
る
く
な
り
、
生
徒
た
ち
は
森
林
整
備

の
大
切
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
り
ん
の
活
動
は
林

業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鳴
子
温
泉
と

い
う
地
元
を
巻
き
込
ん
で
い
る
の
が
特

徴
。
伐
採
し
て
出
荷
す
る
だ
け
の
従
来

の
林
業
と
は
異
な
り
、
グ
ル
ー
プ
会
社

を
通
じ
て
、
建
材
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、

ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
加
工
す
る
な
ど
木
材

の
１
０
０
％
利
活
用
を
実
現
し
て
い
る
。

「
樹
齢
１
０
０
年
の
ヒ
ノ
キ
に
は
市
場
価

値
も
出
て
く
る
そ
う
だ
。
植
林
１
０
０
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知
識
を
超
え
た
体
験
を

旧
制
高
校
か
ら
受
け
継
ぐ 根津育英会武蔵学園 学園長

池田 康夫

伐倒された木を興味深げに見つめる生徒たち

　

武
蔵
高
等
学
校
中
学
校
は
４
月
に

創
立
記
念
行
事
と
し
て
、
造
園
家
で

東
京
都
市
大
学
学
長
付
客
員
教
授
の

涌
井
史
郎
氏
を
招
い
た
講
演
会
を
開

催
し
た
。
題
名
は
「
自
然
共
生
文
明

と
持
続
的
未
来
」。
涌
井
氏
は
地
球

の
現
状
を
「
生
命
圏
が
吸
収
で
き
る

量
の
10
倍
近
い
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
、
年
間
４
万
種
近
い
絶
滅
種
が
発

生
し
て
い
る
」
と
説
明
し
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。
人
類
が
持
続
的
に
生
存
す

る
た
め
に
守
る
べ
き
境
界
線
「
プ
ラ

ネ
タ
リ
ー
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」
を
超
え

か
ね
な
い
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

「
自
然
と
の
共
生
し
か
な
い
」
と
主

張
。
高
校
生
、
中
学
生
に
は
「
常
に

自
然
に
対
し
て
興
味
と
関
心
を
寄

せ
、
不
思
議
さ
の
鍵
穴
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
し
て
は
「
知

識
量
は
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
の
方
が

確
実
に
優
位
だ
ろ
う
が
、
人
間
に
は

Ａ
Ｉ
に
な
い
五
感
が
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
の
下
僕
に
な
ら
ず
、
五
感
と
脳
が

反
応
し
て
生
じ
る
感
性
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、「
そ
の
感
性

を
ど
う
生
か
す
か
は
自
然
か
ら
学
ぶ

し
か
な
い
」
と
強
調
し
た
。
涌
井
氏

が
示
し
た
「
リ
ア
ル
な
自
然
か
ら
の

学
び
の
大
切
さ
」
は
、
ま
さ
に
「
武

蔵
百
年
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
方

向
性
と
重
な
っ
た
。

本
物
の
自
然
で

共
生
の
道
学
べ造園家・東京都市大学

学長付客員教授
涌井 史郎氏

　

温
暖
化
抑
制
の
た
め
の
森
林
保
全
や
生
物
多
様
性
の
維
持

は
昨
今
、重
要
な
教
育
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。し
か
し
、戦
前
の
１

９
４
０
年
に
い
ち
早
く
土
地
を
確
保
し
植
林
を
行
い
、自
然
体

験
教
育
を
始
め
て
い
た
学
校
が
あ
る
。武
蔵
高
等
学
校
中
学
校
、

武
蔵
大
学
を
運
営
す
る
武
蔵
学
園
だ
。当
時
の
旧
制
七
年
制
高

等
学
校
生
が
植
え
た
ヒ
ノ
キ
は
、樹
高
20
㍍
超
に
ま
で
育
っ
た
。

そ
し
て
今
、武
蔵
学
園
は
時
を
超
え
る
人
材
育
成
の
場
と
し
て

再
び
学
校
山
林
に
着
目
、植
林
１
０
０
周
年
の
２
０
４
０
年
を

視
野
に「
武
蔵
百
年
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始
動
さ
せ
た
。

周
年
の
２
０
４
０
年
に
向
け
学
校
山
林

を
適
切
に
整
備
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
大
場
さ
ん
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
は
貴

重
」
と
加
藤
副
校
長
。
12
月
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
間
伐
材
の
利
活
用
体
験
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
り
ん
の
ス
タ
ッ
フ
の

指
導
を
受
け
、
生
徒
た
ち
は
ベ
ン
チ
や

椅
子
を
作
っ
た
。
教
室
で
も
間
伐
材
の

利
用
に
関
す
る
提
案
や
議
論
が
続
い
て

お
り
、「
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
っ
て
文
化
祭

で
販
売
し
た
ら
ど
う
か
」
と
い
っ
た
ア

イ
デ
ア
が
出
て
い
る
と
い
う
。

　

武
蔵
大
学
で
も
、
学
校
山
林
を
活
用

し
た
講
義
を
展
開
中
だ
。
22
年
４
月
に

設
立
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
＆
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）

で
は
全
学
生
に
向
け
た
分
野
横
断
的
な

共
通
の
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
「
自
然
と
環
境
」「
情
報
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
自
然
科

学
系
の
分
野
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
分
野
で
学
校
山
林
を
活
用
し
た

授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

血
液
内
科
医
で
慶
応
義
塾
大
学
医
学

部
長
も
務
め
た
池
田
学
園
長
は
「
学
校

山
林
は
生
命
の
尊
さ
を
体
感
で
き
る
場
。

今
後
は
、
中
学
生
、
高
校
生
か
ら
大
学

生
ま
で
、
さ
ら
に
は
海
外
か
ら
武
蔵
大

学
に
来
て
い
る
留
学
生
ま
で
参
加
し
て
、

世
代
や
国
境
を
越
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
で
き
れ
ば
」
と
意
気
込
む
。

　

杉
山
校
長
は
「
校
長
散
歩
」
と
題
し

た
ブ
ロ
グ
に
山
林
遠
足
を
取
り
上
げ
、

「
十
年
樹
木
、
百
年
樹
人
」
と
い
う
言
葉

を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
古
代
中
国
の
管

子
の
言
葉
に
由
来
し
、「
10
年
の
計
画
に

は
木
を
植
え
る
こ
と
に
勝
る
も
の
は
な

く
、
未
来
に
わ
た
る
計
画
に
は
人
材
を

育
て
る
こ
と
に
勝
る
も
の
は
な
い
」
と

い
う
意
味
だ
。
武
蔵
学
園
は
長
い
時
間

の
か
か
る
山
林
整
備
を
通
じ
て
、
さ
ら

に
時
間
を
要
す
る
人
材
育
成
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
。

大
学
の
教
養
科
目
で
も
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　1940年（昭和15年）、
我が国は日中戦争の最
中でしたが、国内は皇紀
（当時日本で使われてい
た暦の紀元）2600年の祝賀
行事に沸いていました。祝賀大会、旗行列な
どが各地で行われ、当時の旧制高等学校の
中にはこれらの行事を催す例が見られまし
た。
　武蔵学園の前身である旧制七年制武蔵高
等学校でも、紀元2600年の記念事業をどう
するかが話し合われました。その結果は、
「この年を単なるお祭りに終わらせるのでは
なく、10年、20年、100年と続く歴史を見据
え、小さくても永続性のある事業を行おう」
というものでした。そうした話し合いを経
て、第3代校長山本良吉が決めたのが、埼玉
県の山中に学校山林を持ち、それを育ててい
く計画でした。学校山林は、当時の生徒自身
が植林することでスタートしました。
　その後旧制武蔵高等学校の後身である、
武蔵大学、武蔵高等学校中学校では、この学
校山林を教育の材料とし、フィールドワー
ク、山林遠足などを行い、自然環境の中での
生命の流れと営みを学ぶとともに、戦後も何
回か生徒による植林が行われてきました。
　そしてこの度、私たちは先輩の営みを受け
継いで「武蔵百年の森プロジェクト」を発足
し、持続可能な社会を目指して、山林を様々
な教育活動に活用するとともに、2040年ま
での長期整備計画を策定することにしまし
た。本プロジェクトを通じて、武蔵学園が人間
と自然との共生に貢献できれば幸甚です。

第3代校長の山本良吉氏も参加した1940年11月の記念式典

百年の歴史を見据えて
学校法人根津育英会武蔵学園 理事長

根津 公一


